
本協議会における調査事項

第３回 平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協議会

令和７年５月26日

資料１



① 鉄道利用状況調査（駅間ＯＤ調査）

② 沿線の県立中学・高校生の利用実態調査

③ 通学定期券購入時申込情報集計調査

④ 路線バス転換案調査

（学生アンケート）

利用実態調査

事業シミュレーション調査

調査事項 一覧
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①鉄道利用状況調査

▶鉄道利用者へ乗車時に調査カードを渡し、降車時にカードを回収する方法に
より、駅間ＯＤを調査するもの

▶平成筑豊鉄道㈱が、令和５(2023）年４月に実施

▶新型コロナ５類移行後の最新の状況を把握するため、前回と同様の方法に
より再度実施

平成筑豊鉄道 伊田線・糸田線・田川線の全系統・全便

・連続する７日間
・そのうち、土・日・月曜の３日間については、乗客アンケート調査も実施

車両に調査員を添乗させ、各駅で調査カードを配布・回収

・全系統・全便の駅間乗降人員を集計（曜日や目的別のクロス集計なども実施）
・ＢＲＴや路線バス転換案におけるバス便数の検討や系統設定の基礎データ
としても活用

調 査 対 象

調査実施期間

調 査 方 法

調 査 概 要

調 査 結 果
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（前回使用したもの）

【乗客アンケート付き 調査カード】

●土・日・月曜日の３日間限定で配付

●ビンゴカードの要領で穴開けして回答
●調査項目

①年齢
②利用目的
③普段の利用日数
④支払方法

⑤この列車に乗る前の利用交通手段
⑥この列車を降りた後の利用交通手段
⑦居住地
⑧目的地

▶ 利用者は、乗車時にカードを受け取り、
下車時に回収箱へ入れる

調査カード
（イメージ）
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▶目的
平成筑豊鉄道沿線の県立中学校・高校に通う生徒について、平成筑豊鉄道の

利用状況を詳細に把握・分析する。

②沿線の県立中学・高校生の利用実態調査

▶調査対象校
平成筑豊鉄道沿線の学区内にある県立中学校・高校 計15校

▶調査方法 Ｗｅｂ調査 【６月実施予定】

学区 市町村 学 校

１

豊前市 青豊高校

築上町 築上西高校

みやこ町 育徳館中学、育徳館高校

苅田町 苅田工業高校

行橋市 京都高校、行橋高校

学区 市町村 学 校

11

香春町 田川高校

田川市
東鷹高校、西田川高校、
田川科学技術高校

13
直方市

鞍手高校、直方高校、
筑豊高校

宮若市 鞍手竜徳高校

▶調査項目 別紙①のとおり
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③通学定期券購入時申込情報集計調査

▶目的
平成筑豊鉄道を利用する高校生が、通学定期券を購入する際の申込情報を集計し、

県内外全ての高校生の利用実態を把握・分析する。

▶調査対象

平成筑豊鉄道での直接販売分

ＪＲ九州での代理販売分

【窓口販売、出張販売、スマホ定期】

【窓口販売】

▶調査項目
・学校名
・学年
・住所（市町村名まで）
・利用区間（駅名）
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④路線バス転換案調査

▶目的
「鉄道維持案」･「ＢＲＴ転換案」と比較検討するための「路線バス転換案」を
作成するもの

▶調査項目

▶調査実施の基礎となる前提条件

路線バスの走行ルート
・走行ルート設定の考え方（案） ➤別紙②のとおり

・走行ルート（案） ➤別紙③のとおり

※❸～❽はＢＲＴ転換案も同様に調査

❶ 走行距離
❷ 所要時間
❸ ＯＤ調査の結果を踏まえた曜日・時間帯ごとの想定利用者数（逸走率の検討含む）
❹ 上記❸に基づく曜日・時間帯ごとの運行便数・系統（車両サイズの検討含む）
❺ 上記❹に必要な乗務員数、車両台数、施設設備等
❻ 上記❶～❺に基づく収支見込み（運賃の検討含む）
❼ 上記❶～❻を踏まえた市場性・実現可能性【サウンディング調査】
❽ 実施主体

6



参 考
（第１回協議会資料）
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